
2019年のセミセミナーで「蕨市民公園のセ
ミ研究」を発表していただいた伊東晏那さん
は、埼玉県蕨市立南小学校の６年生（発表当
時）です。
１年生の時に蕨市民公園のセミの抜け殻し

らべに参加してセミの生態に興味を持ち、６
年間続けてセミを自由研究のテーマとして取
り組みました。
毎年新しい課題を発見し、６年連続学年代
表として蕨市立小・中学校科学教育振興展覧
会に展示されました。
６年生の時は６年間の研究を集大成として

まとめ、みごと金賞を受賞しました。蕨市代
表として県南大会に展示されることになりま
したが、大型台風のため展示会は中止になり
ました。
写真は蕨市の金賞を受賞した時の展示です。





蕨市民公園のセミ研究
～パート５ 気温（猛暑）とセミの出方は関係があった！？～

埼玉県蕨市立南小学校５年

伊東晏那（いとう あんな）



はじめに…４年間で分かった事

 １年生の研究：セミの抜け殻からセミの種類を調べる。

→関西しか生息しない「クマゼミ」がいる。

 ２年生の研究：「クマゼミ」が多くいるポイント、出る時期を調べる。

→日当たりの多い場所で、７月の中旬～８月初旬が出る。

 ３年生の研究：３年間のデータから分かる事を調べる。

→市民公園には、アブラゼミが一番多い。

→市民公園には、ツクツクボウシやヒグラシがいない。

 ４年生の研究：３年間のデータと４年目の抜け殻の数データを比べる。

又、蕨市全体でのセミ生息について視野を広げる。

→市民公園にいないツクツクボウシやヒグラシは、蕨市全体にもほとんどいない。

→３年間に比べてセミの数が減ってしまった。天候（大雨）へ食用採取の影響が考えられる。

５年生の研究：去年、減ったセミが今年はどうでるか？



調べるための準備

 調べるルール：

４年間、同じ採取ルールで調べました。

－１週間おきの８回（7/7、7/14、7/21、7/28、8/4、8/11、8/18、8/25）

－同じ時間での採取（朝6：30～）

－同じ場所 （ A.日当たりの強い場所

B.木の多い場所

C.木の少ない場所 ）

 必要な道具：

１．取り棒（木の高い所にある抜け殻を取る）

１．パック（セミの抜け殻を入れる）

１．マジック（パックに採取した日と場所を記入する）

１．虫めがね（抜け殻を良く観察する）

 調べ方：セミの抜け殻の調べ方。



テーマ１：４年間の出方をみて今年のセミの数を予想する。



テーマ１：セミの数 予想理由は・・・



テーマ１：セミの数 結果



テーマ１：セミの数 結果の考察



テーマ２：今年のセミが多く出る時期を予想する。



テーマ２：セミの時期 予想理由は・・・



テーマ２：セミの時期 結果



テーマ２：セミの時期 結果の考察



テーマ３：今年のセミが多く出る場所を予想する。



テーマ３：セミの場所 予想理由は・・・



テーマ３：セミの場所 結果



テーマ３：セミの場所 結果の考察



テーマ４：猛暑とセミの出方の関係は？



テーマ４：猛暑と出方 結果①（総数）



テーマ４：猛暑と出方 結果②（場所A）



まとめ



おまけ



終わり

ご清聴ありがとうございました！


